
2027年3月期 第1四半期

決算概要
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掲載する情報に関しまして、細心の注意を払っております。将来の予測等に関する情報は、現時点で入手可能な情報に
もとづき当社が判断した予測であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。そのため、様々な要因の変化により
実際の業績は、記述している将来見通しとは大きく異なる結果となる可能性があります。

本資料に掲載する情報の、無断での引用や転載、複製は禁じられております。



1Q実績
（前年同期比） 製品販売数量 106.1％

原料価格の高騰に対して価格改定を実施。1Qにて一部反映。

売上高618億円
（＋40億円 +7.0％）

経常利益43億円
（+2億円 +5.6％）

純利益28億円
（+0.3億円 +1.0％）

営業利益42億円
（+2億円 +6.0％）

2027年3月期 第1四半期決算サマリー
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販売数量

スーパーマーケット向けを中心に伸長。
一過性の駆け込み需要も寄与し、前年同期比106.1％。

業績予想

価格改定

2026年4月より原料価格が高騰。
2026年6月1日出荷分より20％以上の価格改定を実施し、一部が1Qに反映。
リサイクル原料の活用により製品価格の改定幅を抑制。
また、リサイクル原料の配合比率を引き上げることで、原料高の影響を緩和。
コストに応じた適正価格での販売を通じて収益性の維持・向上を図る。

原料価格の動向には依然不確定要素が多く、合理的な算定が困難であることから引き続き未定とし、
今後、算定が可能となった段階で速やかに公表。
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製品販売数量の回復

物価高による買い控えの影響が徐々に一巡する中、
スーパーマーケット向けを中心に伸長

第1四半期 数量増加要因

◆ 量目調整ニーズに対応するため、サイズや形状等のラインアップを拡充した容器が伸長。
◆ エコ製品を中心とした汎用容器の販売が堅調に推移。
◆ ナフサ不足懸念に関する報道や価格改定の実施を前に、一過性の駆け込み需要が発生。

◆ 人手不足やコスト削減ニーズに対応した新製品「DPシリーズ」の拡販を推進。
◆ 「耐寒PPiP-タルク」をはじめとした、冷凍・医療介護分野への提案を継続。
◆ コスト抑制ニーズ（例：蓋付き容器⇒ラップ包装）への対応により、部分的な数量押し下げ影響も勘案。

第2四半期以降の取り組み
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決算概要（2027年3月期 第1四半期実績）
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特記事項

前年比 利益率

＜商品＞

・ 中東情勢を背景とした駆け込み需要および価格改定
・ 当社グループのインフラを活用した効率化提案
・ PB品の販売強化

＜製品＞

・ 製品枚数 前年同期比 106.1％
・ 2026年６月出荷分より価格改定を実施、一部反映

＜海外＞

・ LSSPI社収益性向上

2026年3月期

（百万円） 実績 実績 増減 前年比 数量　

   トレー 11,248 11,911 ＋662 105.9% 104.4%

   弁当・惣菜 32,154 34,307 ＋2,152 106.7% 106.9%

小計 43,403 46,218 ＋2,814 106.5% 106.1%

その他製品 813 997 ＋183 122.6%

44,217 47,215 ＋2,998 106.8%

包装資材 13,139 14,135 ＋996 107.6%

その他商品 457 498 ＋40 108.9%

13,596 14,633 ＋1,037 107.6%

57,813 61,849 ＋4,035 107.0%

3,930 4,166 ＋235 106.0%

4,034 4,258 ＋224 105.6%

2,804 2,832 ＋28 101.0%

7,647 7,906 ＋258 103.4%

第1四半期 実績

親会社株主に帰属する

四半期純利益

2027年3月期

経常利益

製品売上高

商品売上高

売上高

営業利益

償却前経常利益

（％） 1Q実績

製品売上高 106.8

商品売上高 107.6

経常利益 105.6

製品枚数 106.1

（％） 1Q実績

営業利益率 6.7

経常利益率 6.9

純利益率 4.6



2026年3月期
通期 217.7

下期 124.2上期 93.5

2027年3月期

1Q 42.5

1Q 40.3

+2.2

前期比

経常利益 利益増減実績（2027年3月期 第1四半期）
単位：億円

人件費 ▲0.7
減価償却費 ▲0.2
その他 ▲1.9

改善効果 +9.5
人件費・労務費 ▲2.1
減価償却費 ±0.0
電力 ▲0.8
運送費 ▲0.1
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バージン原料の高騰を
エコAPET原料が緩和

数量・MIX
製品価格改定

一過性の駆け込み需要を含む数量増加
価格改定効果が一部反映

原料価格 ▲6.0

販売活動 +4.5

生産 +1.0

物流 +1.0

グループ会社 +4.5

経費 ▲2.8

一過性の駆け込み需要を含む数量増加
価格改定効果が一部反映



設備投資・研究開発費（2027年3月期 第1四半期実績）
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指標の推移（億円）

(百万円)

【主な設備投資】 稼働時期 投資総額 1Q実績 通期計画

■既存素材製品に関する投資

自動化設備の導入 82 495

筑西倉庫 2026年12月 1,473 97 1,033

金型 354 1,980

■新素材「新OPP」への投資

坂東工場・配送センター（仮称） 2028年9月竣工 58,000 6,651 22,023

神辺積層ライン 2026年11月 1,497 7 1,076

■ＩＴ投資 666 504

（概算）

2026年3月期

実績 実績 増減　 前年比 計画 進捗率 計画 進捗率

有形固定資産 2,526 9,155 ＋6,628 362.3% 18,700 49.0% 36,500 25.1%

無形固定資産 45 74 ＋28 163.7% 300 24.8% 500 14.9%

2,572 9,229 ＋6,657 358.8% 19,000 48.6% 37,000 24.9%

3,613 3,647 ＋34 101.0% 7,300 50.0% 14,500 25.2%

380 435 ＋54 114.3% （未定） - （未定） -

 設備投資

 減価償却費

 研究開発費

（百万円）

第1四半期 実績 上期計画 通期計画

2027年3月期 2027年3月期 2027年3月期



貸借対照表（2027年3月期 第1四半期実績）

資産

純資産

負債

●オリジナル製品の能力増強と安定供給への戦略投資
●インフラ活用による取引先との連携強化

●戦略投資の原資として借入金の活用

●低利での資金調達に向けたA格の維持
●株主還元の充実強化
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総資産

売上高

固定資産

売上高・総資産推移（百万円）

0.73 0.76 0.77 0.77 0.75 0.74 0.80総資産回転率 0.81

前連結会計年度

2026年3月期

2026/3/31 2026/6/30 増減 前年比

流動資産 105,439  109,956  ＋4,516 104.3%
受取手形及び売掛金

商品及び製品

+2,981

+1,297

固定資産 198,622 205,589 ＋6,967 103.5% 建設仮勘定 ＋6,154

 資産 合計 304,062 315,546 ＋11,484 103.8%

流動負債 86,218 92,740 ＋6,521 107.6%
買掛金

短期借入金

+4,799

+1,303

固定負債 52,672 58,071 ＋5,399 110.3% 長期借入金 ＋4,753

 負債 合計 138,891 150,812 ＋11,920 108.6%

 純資産 合計 165,171 164,734 ▲436 99.7%

 負債純資産 合計 304,062 315,546 ＋11,484 103.8%

 自己資本比率 54.1%  52.0%  

第1四半期 実績

2027年3月期

主な増減内訳（百万円）



2026年3月期

（百万円） 実績 実績 主な内訳

税金等調整前四半期純利益 4,244

減価償却費 3,647

法人税等の支払額 ▲3,821

有形固定資産の取得 ▲10,061

　(内、坂東工場・配送センター（仮称）　▲6,647)

 　フリーキャッシュフロー 1,796 ▲ 2,722 

長期借入による収入

長期借入金の返済による支出

配当金の支払額

9,000

▲2,838

▲3,307

 現金及び現金同等物の増減額 516 ▲ 230 

 現金及び現金同等物の四半期末残高 19,537 25,247 

 財務活動によるC/F ▲ 1,279 2,492 

2027年3月期

第1四半期 実績

 営業活動によるC/F 4,557 7,378 

 投資活動によるC/F ▲ 2,760 ▲ 10,101 

キャッシュ・フロー（2027年3月期 第1四半期実績）

●オリジナル製品販売と製品の軽量化による利益確保

●収益基盤整備に向けた戦略投資
●製品・サービスの拡充および物流インフラの活用に向けたM＆A

●株主還元の充実強化
 配当性向40％を目途とし累進配当

営業CF

財務CF

投資CF
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※当社は、2020年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。

2019年3月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、配当金額を記載しております。

配当性向

期末配当額

中間配当額

通期配当額

●製品価格改定効果が一部反映

配当の推移（円）
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